
 

第３．４学年 体育科保健領域学習指導案 
授業者：寺田 晴香（T1） 黒柳 爽人（T2）  

鷲竹 彩生（T3）  
介助員：新井 路子・鈴木 麻衣        
会場：ふじみプレイルーム            
対象：ふじみ学級 ３年８名、４年１１名     

                 
１ 単元名 「けんこうな生活」 

  

２ 単元の目標 

知識及び技能 
健康の状態には、心や体の調子がよい状態があることを理解することができるよ
うにする。 

思考力，判断力，表現力等 
健康な生活について課題を見付け、その解決に向けて考え、それを表現すること

ができるようにする。 

学びに向かう力，人間性等 
健康の大切さに気付き、健康な生活についての学習に進んで取り組むことができ

るようにする。 

 

３ 単元の評価規準 

 単元の評価規準 

知識・技能 

① 健康の状態には、１日の生活の仕方などの主体の要因や身の回りの環境の要因が関わって

いることを理解している。 

② 健康の保持増進には、１日の生活の仕方が深く関わっており、１日の生活のリズムに合わ 

せて、運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続けることが必要であることを理

解している。 

③ 健康の保持増進には、手や足などの清潔、ハンカチや衣服などの清潔を保つことが必要で

あることを理解している。 

④ 健康の保持増進には、生活環境が関わっており、部屋の明るさの調節や換気などの生活環

境を整えることが必要であることを理解している。 

思考・判断・表現 

① 体や衣服の清潔を保つなどの健康な生活について課題を見付け、その解決に向けて考え、 

それを表現している。 

② 健康によい生活環境について課題を見付け、その解決に向けて考え、それを表現してい

る。 

③ 健康のためにはどのようなことに気を付けるべきか、調べたことを発表している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

① 健康の大切さに気付き、１日の生活の仕方についての学習に進んで取り組もうとしてい 

る。 

② 健康に生活するために、学んだことを活かして取り組もうとしている。 

 
４ 研究テーマと本単元のつながり 
（１）児童の実態 

    本学級の児童は知的に課題がある児童が在籍している知的固定学級である。しかし、知的に課題があるとはい
え、知能検査の数値上では、50～100程度までの児童が在籍しており、知能検査が取れていない児童もいるため、
差が大きい。特に３，４年生は学年の人数も多く、前提としての知識や処理速度も個々に差がある。 

    ４年生は、２学期に総合的な学習の時間で「元気調査隊」として栄養について調べ、バランスのよい食事が健
康につながるということを学んでいる。また、３年生では排便の大切さについて調べ、「便が出ないとどうなるの
か」「よい便を出すためにはどうしたらよいか」ということを調べてまとめる学習をしている。４年生はグループ
や個人で問いを立てて、調べ学習をする活動が積み重なっている児童が多い。 

    ３年生は、初めての保健の授業であり、今まで「早寝・早起き」など基本的な健康について生活単元学習や日
常生活の中で触れてきてはいるものの、「健康とは何か」「どうすれば健康になるのか」と考え、調べていく活動
は初めてである。そして、グループや個人で調べて発表をするといった活動も、あまり経験がない。そのため、
２学期に４年生の「元気調査隊」の発表を聞き、調べ学習のイメージがもてる機会を設けている。 

 
 
 
 
 
 



 

 （２）ふじみ学級分科会が本単元で目指す具体的な児童の姿 
 
 
 
 
 
 
 （３）研究テーマにおける教材観 

本単元では日常生活に密接している、｢健康｣を扱っている。よりよい学校生活を送っていくためにも健康とい
うのは不可欠であり、健康の大切さについては、多くの児童が大切さを感じている。児童の日常に密接していて
感心の高い内容は主体的な学びにもつながっていると考える。そして、実際に体験したり、試したりすることが
可能な教材なので、自ら学んでいき、それを生活に活かしていくと考える。 

 
（４）その他  

他教科と日常生活をつなげる学習として、教科横断的に生活単元学習を行っている。本単元では保健の学習と

共に学習を行っていくことで、ただ知識として学ぶのではなく、体験を伴いながら日常生活に活かせるようにし

ていく。そのため、保健の学習過程の間に生活単元学習を入れ込み、探究的な学習を行う時間を取るようにして

いる。 

 

 

５ 研究主題に迫るための手だて 

 （１）“ひと” ～教師の関わりかた～ 
・児童が主体的に学んでいくために、教師の関わり方として、主にファシリテーターとしての役割を担っていく。 
・児童の学びたい気持ちに応えられるよう物的環境を整えたり、学習に行き詰まった際の助言を行ったりする。 
・グループワークでは、児童の得意を活かし、苦手を補っていけるように、教師が調整を行なっていく。 
・養護教諭が児童の質問に答えながら、思考を促す声掛けを行う。 

 

 （２）“もの” ～学習環境の工夫～ 
＜場の環境＞ 
・場の環境として、調べ学習の際にグループで話し合ったり書いたりする場の他に、調べるための場を用意する。 
・発表の際には、各グループのブースを作り、調べたことを伝えやすい場作りをする。 
＜物的環境＞ 
・児童が必要とするであろう実験するための道具や資料を予め用意しておく。 
・学習をまとめるためのワークシートや紙、スライドなども用意しておき、児童自身が選択できるようにする。 
・発表方法は、演劇、スライド、模造紙、ワークショップの方法があると例示をし、児童が選択できるようにす
る。 

・資料は、調べるための場にまとめておくことで、比較したり選択したりできるようにする。 
＜人的環境＞ 
・人的環境として、養護教諭が授業に参加する。健康について正しい知識を聞いたり、実験を行うにあたりどの
ようなことに気を付けたらよいかアドバイスを受けられたりするようにする。 

    ・グループ学習を取り入れる。協同的な学びの中で学習を深めていくことで、お互いのよさを認め合えるきっか
けになると共に、友達同士で教えあい補い合うことができるようにする。 

 

 （３）“こと” ～学習過程の工夫～ 

・学習との出会いとして、自分の一週間の生活を振り返ることで、改めて「健康とは何か」「健康になるためには

どうしたらよいか」と自分のこととして考えられるようする。 

・学習の最後に再度一週間の生活を振り返ることで、健康な生活に気を付けることができたか考えられる場面を

設定する。 

・「健康とは」についてアンケートを元に話し合うことで、普段曖昧に捉えている内容について共通理解をして

から学習を進められるようにする。 

・児童の特性に合わせて活動を取り入れる。 

・授業の初めには「健康ソング」を歌い、健康とはどのような状態か覚えられるようにする。 

・日常生活への般化が苦手な児童のために、学んだことを活用できる場面としてロールプレイを行う 

 

 

 

 

 

 

健康とは心も体も元気な状態であると知り、自分の健康状態に目を向けるとと
もに、健康のために、日々の生活を見直して気を付けようと意識している児童 

 



 

６ 単元の指導と評価の計画（２～４時間目は生活単元学習） 

時 １ ２ ３ ４ ５（本時） ６ ７ 

ね
ら
い 

健康とは何か考え、健

康になるために必要な

ことを考える。 

「けんこうのひ

けつ」を調べ

て、発表の準備

をする。 

「けんこうのひけつ」

を自分以外のグループ

の人に伝える。 

学習したことをまとめ

る。 

学習したことを元に、

今後の生活に活かして

いく 

学
習
内
容
・
活
動 

・健康な状態とは何か

について考える。 

アンケートを活用し、

健康とはどのような状

態のことをいうのか、

考えていく。 

        スライドでアン

ケート結果を示し、

視覚的支援を行う。 

 

・事前に行った一週間

の生活の記録を元に、

健康な状態と、実際の

自分の生活を見比べて

みる。 

 

・健康でいるためには、

一日の生活のリズムが

重要であるということ

を知る。 

・調べたい内容

に合わせて４〜

５人のグループ

を４つ作る。 

 

・グループごと

に、調べたいこと

や試してみたい

ことを決める。 

 

・養護教諭に質

問する、実験す

る、本や教科書、

動画で調べる等

グループごとに

調べ学習を行う。 

 

・調べたことを

まとめる。 

 

・グループごとに発表

をする。 

 

・発表する人は、調べた

ことを聞く人に伝えた

り、質問に答えたりす

る。 

 

        発表の際に、スラ

イドを作成して発表

するグループもあ

る。 

 

・前半と後半を交代し

て、発表を行う。 

 

・発表を聞いた感想を

伝える。 

・それぞれのグループで

学んだことを発表する。 

 

・一日のリズムに合わせ

て睡眠・食事・運動を行う

他にも身の回りの環境が

健康に関わっていること

を知る。 

 

・健康な生活を送るため

にこれから自分が気を付

けたいことをワークシー

トに記入する。 

・再度行った一週間の

生活の記録と以前の記

録を見比べる。 

 

・意識すると決めて取

り組んだことをどの程

度達成できたか考えて、

ワークシートに書く。 

 

・健康でないと感じて

いる人の相談にのる。

（ロールプレイ） 

知
技 

②  ① 
③ 

④ 
 

思
判
表 

  ③  
① 

② 

態
度 

①   ②  

※👀は、ICT活用場面 ※評価の計画は、評価規準の番号とリンクしています。



                          

 

７ 本時の指導（５/７時） 

（１） 本時の目標（◎は重点評価） 

○健康の状態には、１日の生活の仕方などの主体の要因や身の回りの環境の要因が関わっていることを理解して

いる。【知識及び技能】 

◎健康のためにはどのようなことに気を付けるべきか、調べたことを発表している。 

【思考力，判断力，表現力等】 

  

（２）本時の展開   

時 学習内容 ・児童の反応 ●指導上の留意点【手だて】 ◎評価（評価方法） 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

5 分 

１．前時までの学習を振り返る 

前時までの学習で、どのように調べたり、

まとめたりしたのか思い出す。 

・実験をして調べた。 

・発表の準備をした。 

♪健康ソングを歌う 

 

２．めあての確認 

 

３．発表の進め方の確認・準備 

役割や時間の確認を行い、発表の見通しを

もつ。発表のための準備をする。 

 

 

４．前半と後半に分かれて発表 

発表する人と聞く人に分かれて活動をす

る。聞く人は、自分のグループ以外を全て

回る。 

・もっと質問したい。 

・この実験を自分もしてみたかった。 

・緊張する。 

 

５．発表の振り返り 

発表を聞いた感想や、発表した感想を伝え

合う。 

・○○グループの発表が面白かった。 

・手洗いをきちんとしようと思った。 

 

６．次時の見通しを立てる。 

次時には学習したことを元に、けんこうの

ひけつのまとめを行うことを知る。 

●T1 は主に全体を見ながら個別に支援が必要な児童に対し

て、声を掛ける。 

●T２は主に個別に児童を見て支援を行いながら、全体を見

て動き、柔軟に対応する。 

●写真を見ながら振り返ることで想起しやすくする。 

●健康ソングを歌って、健康について学んだことを振り返

ると共に、気持ちを学習へと切り替えていく。 

 

 

●グループごとに発表する場所を設けて、伝えやすい環境

作りや物の準備ができるようにする。 

●T３は児童の発表を聞きながら、養護教諭から見た専門的

な知識を元に補足や声掛けをしていく。 

 

 

◎健康のためにはどのようなことに気を付けるべきか、調

べたことを発表している。（発表） 

 

◎健康の状態には、１日の生活の仕方などの主体の要因や

身の回りの環境の要因が関わっていることを理解してい

る。（発表） 

 

 

●言葉で伝えることが難しい児童には教師が補助し、紙に

書いて伝える。 

 


